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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
 
１．機関内規程 
１）評価結果 
   □ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 
   ■ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 機関内規程が定められていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学動物実験管理規程（平成１９年４月１日施行、平成２７年７月３０日改正）、産業医科

大学動物実験委員会細則（平成２４年３月２８日内達、平成２７年７月３０日内達）、動物実験等の情

報公開に関する達（平成２４年３月２８日内達、平成２７年７月３０日内達） 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
  産業医科大学動物実験管理規程、産業医科大学動物実験委員会細則、動物実験等の情報公開に関す

る達が定められており、その内容は基本指針に適合している。しかし、一部改正する点がある。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
 動物実験管理規程を改正中である。平成３０年度内に達成予定である。 
 

 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
   □ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 
   ■ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験委員会は置かれていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学動物実験管理規程（当該箇所）、産業医科大学動物実験委員会細則 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
産業医科大学動物実験委員会細則に動物実験委員会の構成、役割が定められているが、基本指針で

構成されるべきとされる３区分の委員が細則では規定されていない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
３区分の委員を規定する。動物実験管理規程と同様の平成３０年度内に達成予定である。 

 
３．動物実験の実施体制 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 
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   □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験の実施体制が定められていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学動物実験管理規程、動物実験関連様式 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
 産業医科大学動物実験管理規程に動物実験計画の申請、審査、承認、結果報告、動物実験の実施体

制が定められ、それらに必要とされる様式も整備されており、その内容は基本指針に適合している。

計画書の審査は、委員会開催（持ち回り）による審議を基本とし、修正が求められる計画については、

再提出後、委員および委員長の判断により適否が判断される。また、審査委員より出された意見に対

する実験責任者の意見、修正点が残る審査記録簿となっている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当しない。 

 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
１）評価結果 
■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。 
□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学遺伝子組換え実験安全管理規則（平成１６年８月１日施行、平成２７年７月３０日改

正）、産業医科大学研究用微生物及び臨床検体安全管理要綱（平成１４年４月１日施行、平成２８年３

月２９日改正）、産業医科大学動物研究センター利用の手引き、産業医科大学アイソトープ研究センタ

ー放射線障害予防規程（平成１３年７月１日施行、平成２９年７月２９日改正）、アイソトープ研究セ

ンター動物実験マニュアル 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制は、上記の規則、要綱などに定められている。遺伝子

組換え動物実験については、平成２７年７月に当該規程の改正を行った。遺伝子組換え動物の使用に

際しては、遺伝子組換え生物等実験計画書と動物実験計画書の承認を必要とする体制になっている。

感染動物実験について、産業医科大学研究用微生物および臨床検体安全管理要綱を平成２８年３月に

改正し実施体制の再整備を行った。外来生物であるウシガエルの使用数は、毎年、環境省へ届け出を

行う体制になっている。ラジオアイソトープを用いた動物実験の実施体制については、産業医科大学

アイソトープ研究センター放射線障害予防規程およびアイソトープ研究センター動物実験マニュア

ルに定められている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当しない。 
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５．実験動物の飼養保管の体制 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学動物実験管理規程、飼養保管施設設置承認申請書、実験室設置承認申請書、動物研究

センター利用の手引き、動物研究センター飼養保管マニュアル、動物数管理プログラム（PC）、アニ

マルケア業務日誌、災害対策マニュアル、アイソトープ研究センター飼養保管マニュアル、アイソト

ープ研究センター動物搬入記録、アイソトープ研究センター実験動物飼育記録、産業生態科学研究所

飼養保管施設飼養保管マニュアル、産業生態科学研究所飼養保管施設緊急時対応マニュアル（平成２

８年６月１日施行）、産業保健学部飼養保管マニュアル（ver.12）、吸入曝露室 飼育・設備管理記録

ノート、動物搬入記録、飼養保管設備設置承認申請書、吸入曝露室飼育動物数記録表 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 上記の規程やマニュアル等に飼養保管施設の設置および飼養保管に対する実施体制が定められ、こ

れらに必要とされる様式が整備されている。動物研究センターの飼養保管マニュアルの改定を行っ

た。産業生態科学研究所飼養保管施設では平成 29 年度に吸入曝露室内に監視カメラを設置して入退

室をモニターし、併せて飼育・設備管理記録ノートを作成した。産業保健学部吸入曝露室では、入室

時に着用する白衣と長靴を UV 殺菌することになり、飼養保管マニュアルの改訂を行った。また、飼

養する全ラットの数を表に記録するようにした。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 該当しない。 

 
６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
 特になし。 

 
Ⅱ．実施状況 
 
１．動物実験委員会 
１）評価結果 
   □ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
産業医科大学動物実験管理規程（当該箇所）、産業医科大学動物実験委員会細則、産業医科大学動物

研究センター利用の手引き、動物実験委員会審査議事録 
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３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 動物実験委員会は、動物実験委員会細則に定められた役割を遂行しており、その活動は議事録、動

物実験計画書審査記録に記載されている。しかし、ここ数年、飼養保管施設や実験室の視察点検を行

っていない。 
４）改善の方針、達成予定時期 
飼養保管施設および実験室の視察点検を行う。平成３０年度内に実行したい。 

 
２．動物実験の実施状況 
１）評価結果 
   □ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
平成２９年度動物実験計画書、動物実験結果報告書、動物実験経過報告書、動物実験の自己点検票、

産業医科大学動物実験管理規程 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 平成２９年度末の時点において、研究継続申請は１４５件あり、全件で経過報告書および動物実験

の自己点検票が提出された。また、終了実験は１３件あり、全件で結果報告書が提出された。一方、

中止の実験は１８件あり、うち１７件で中止報告書が提出されたが、１件の中止報告書が提出されて

おらず（動物実験中止報告書の提出率：９４％）、一部改善すべき点が認められた。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 次年度は、動物実験中止報告書の提出を１００％にしたい。 

 
３．安全管理を要する動物実験の実施状況 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
   □ 該当する動物実験は、行われていない。 
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２）自己点検の対象とした資料 
 産業医科大学動物実験管理規程、アイソトープ研究センター放射線障害予防規程、産業生態科学研

究所「工業用ナノ材料の経気道的動物曝露試験法のガイドライン」、産業医科大学遺伝子組換え実験安

全管理規則、産業医科大学研究用微生物及び臨床検体安全管理要綱、平成２９年度に承認された動物

実験計画書、遺伝子組換え実験等計画申請書、遺伝子組換え生物等の情報提供提出書、遺伝子組換え

生物等譲渡等計画申請書、遺伝子組換え実験施設設置申請書、特定外来生物飼養等に関する書類、オ

ートクレーブの法定点検記録、安全キャビネットの点検記録、アイソトープ研究センター飼養保管マ

ニュアル、アイソトープ研究センター動物実験マニュアル、産業生態科学研究所飼養保管施設での吸

入曝露試験実施ごとのモニター動物による検疫結果、施設除染作業報告書、産業保健学部吸入曝露室

飼養保管マニュアル 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
動物研究センターにおける遺伝子組換え動物を用いた実験は、産業医科大学遺伝子組換え実験安全

管理規則に則り、適切に実行されている。動物研究センター内での感染実験において、本学の規程お

よびセンター内規則に則した適正な管理が実施されていると判断される。ウシガエルは特定外来生物

法に基づき環境省への許可申請、承認、報告を行った。 
産業保健学部吸入曝露室では、除染後の入室時に UV 殺菌された白衣と長靴着用を徹底し感染防止

を実行している。 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当しない。 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
産業医科大学動物実験管理規程、動物研究センター飼養保管マニュアル、アニマルケア業務日報、動

物数管理台帳、微生物モニタリング結果報告書、平成２９年度実験動物飼養保管状況の自己点検票、

平成２９年度動物研究センター運営状況報告書、アイソトープ研究センター飼養保管マニュアル、動

物飼育室等使用願い、動物入荷予定表、実験動物飼育記録、産業生態科学研究所飼養保管施設飼養保

管マニュアル、産業生態科学研究所飼養保管施設緊急時対応マニュアル、吸入曝露室飼養保管マニュ

アル、吸入曝露室 飼育・設備管理記録ノート、吸入曝露室動物搬入記録、吸入曝露室微生物モニタ

リング結果報告書、吸入曝露室飼育動物数記録表 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 動物研究センターの実験動物の飼養保管は、飼養保管マニュアルに従い適正に実施されている。実

験動物の飼育数、使用数も動物研究センター運営状況報告書にて学長に報告されている。実験動物が
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適正に飼養保管されている書類が保管され、これに基づき自己点検が実施されている。 
アイソトープ研究センターの実験動物の飼養保管は、飼養保管マニュアルに従い適正に実施されて

いる。実験動物が適正に飼養保管されている書類（動物搬入記録、実験動物飼育記録）が保管され、

これに基づき自己点検が実施されている。 
産業保健学部吸入曝露室にて参考にした資料は、吸入曝露室飼養保管マニュアル、動物搬入記録、

吸入曝露室飼育動物数記録表であり、これらに基づき自己点検が実施されている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当しない。 

 
５．施設等の維持管理の状況 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
産業医科大学動物実験管理規程、第一種圧力容器定期検査記録、EOG 滅菌器管理記録、EOG 排気ガ

ス作業環境測定記録、空調機運転記録、入退室管理記録簿（PC）、アイソトープ研究センター飼養保

管マニュアル、アイソトープ研究センター実験動物飼育記録、動物飼育室等使用願い、入退室管理記

録簿、吸入曝露室飼育・設備管理記録ノート、吸入曝露室飼養保管マニュアル 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 動物研究センターでは、センターの生体認証による入退室管理システムを更新したが、問題なく運

用されている。実験者や飼養者の実験動物へのアレルギー対策として、平成２７年度よりマイクロア

イソレータを段階的にマウス飼育室に導入している。その他飼養保管施設等の維持管理に関する記録

が適切に保管されている。事故等の報告はない。 
産業保健学部吸入曝露室では、除染後に飼育室前に UV 殺菌装置を設置した。なお平成 29 年度は

吸入曝露実験は実施されていないが、吸入曝露室の給排気システムは稼働させ、動物の飼養保管に支

障がないようにした。 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当しない。 

 
６．教育訓練の実施状況 
１）評価結果 
   □ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
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平成２９年度動物研究センター運営状況報告書、教育訓練講習会記録、教育訓練講習会資料、基礎配

属学生教育訓練資料 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 平成２９年度は、研究者、学生を含めて２０１名の教育訓練を行った。一部学生の教育訓練が実施

されなかった。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 平成３１年度は全ての学生に教育訓練が行われる教育体制の構築を図る。 

 
７．自己点検・評価、情報公開 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
 平成２９年度動物研究センター運営状況報告書、動物研究センター年報、自己点検・評価報告書、

動物実験等に関する情報公開に関する達、大学ホームページ上の情報公開 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 動物研究センターは、年報を作成し関係機関に配布し情報開示している。 
 動物実験に関する自己点検・評価報告書が作成され、大学ホームページ上に情報開示されている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 該当しない。 

 
８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
 特になし。 

 


